
カシメキャップの全てをバイスで挟んだ場合
や、厚み４ｍｍ以下まで潰した場合は、カシ

。メキャップが破損しますので注意して下さい

HAC-6241HAC-6241ホースバンドプライヤー：ホースバンドプライヤー：

ワイヤー交換についてワイヤー交換について

●補修部品のワイヤーは、長さを調整して取り付けていただく必要があります。

お手数ですが、下記要領でワイヤー交換作業を行って下さい。

、新品のワイヤーを通した状態で
爪部を指で縮める。

爪部は上写真のように、隙間が
２ｍｍ～３ｍｍの状態。

本体ハンドルを握って、一番縮
んだロック状態にする。

①～③の状態にすると、ワイヤ
ーのカット寸法がわかります。

、ワイヤー末端を約１０ｍｍ残して
ニッパー等で切断して下さい。

カシメキャップを、奧に当た
るまで入れて下さい。

カシメキャップの３分の２をバイス
ではさんで下さい。

カシメキャップの厚みが、約４ｍｍ
になるまでツブして下さい。

ワイヤーをキャップにしっかり入れて下さ
い。挿入が浅いと抜けてしまいます。



本体側のワイヤー固定方式には、２種類あります。

Ａタイプ：取付ナットを締めて固定します。
この場合、爪部分が完全に縮んだ状態で、ロックが掛か
るように、ワイヤーの位置調整を行って下さい。
付属のカシメキャップは、ワイヤーのほつれ防止に使用
して下さい。

。Ｂタイプ：付属のカシメキャップを使用して固定します
このタイプは、ワイヤーの長さを調節してカットして頂
きます。爪部分を完全に縮めロックを掛け、この状態で
ワイヤー先端の余っている部分を、約１０ｍｍ残しニッ
パなどで切断して下さい。その後、下記の要領でカシメ
作業を行って下さい。

カシメキャップの全てをバイスで挟んだ場合
や、厚み４ｍｍ以下まで潰した場合は、カシメ
キャップが破損しますので注意して下さい。

ワイヤーをキャップにしっかり入れて
から、カシメを行って下さい。挿入が
浅いと抜けてしまいます。

ワイヤー 部取り付け方法について

TC6241ホースバンドプライヤー：

定期的に、ワイヤーへ給油をおこなうと寿命が延びます。

Ａタイプ

Ｂタイプ

約１０ｍｍ残して
カットして下さい。


